大学院研究費
【謝金申請書・領収書（兼　振込依頼書）】
申請日　　　　　年　　　月　　　日

慶應義塾長　殿

金　　　　　　　　　　　　　　　円也

※但し、手取り 　　　　　　　　　円

　　　 　所得税　　　　　　　　　円（3.063% /10.21％／20.42％/租税条約）                   　　　　　　　              

住所：

氏名：

学籍番号（塾生の場合）：
所属(担当教員)（塾生の場合）：

生年月日：          年       月       日

E-Mail：
	担当教員名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	· 教員の承認済みです。

	申請者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(教員・修士・博士・その他)

	申請者E-mail
	


※担当教員に支出の許可をいただいたら、「教員の承認済みです。」の左の□にチェックを入れてください。チェックが無い申請書はお預かりできません。
	期間
	年　　　月　　　日　～　　　　年　　　月　　　日（　　　日間）

	単価×時間（日数）
	（￥、時間、日数）

	目的・内容
	

	受取口座
	　　　　　　　　　　　銀行　　　　　　　　　　　支店

	
	普通預金　　　　　　
	口座番号
	
	
	
	
	
	
	

	フリガナ
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	口座名義
	


注意：１、アルバイトの場合はこの用紙ではありません。アルバイトハンドブックを参照してください。　　　　　　　　　　参照URL：http://www.sfc.keio.ac.jp/faculty/personnel_general/part_time.html
２、講演、翻訳、校閲、専門知識の提供等、1回毎に出来高払いで支払う場合は、10.21%の源泉徴収が必要となります。（平成25年度以降税率変更）

例）手取り10,000円の場合・・・支給額11,137円－所得税1,137円

３、来日中の外国居住者に支払う場合は、20.42%の源泉徴収が必要となります。（平成25年度以降税率変更）
例）手取り10,000円の場合・・・支給額12,565円－所得税2,565円
※租税条約締結国については「租税条約に関する届出書」の提出により、税の徴収はされません。
４、本業でない方へ翻訳や校閲を依頼した場合の単価の目安
翻訳・・・日本語400字当たり、おおむね4,800円（所得税込）
校閲・・・外国語300語当たり、おおむね2,600円（所得税込）
５、交通費を支払う場合も、課税対象となります。（所得税3.063％の場合以外）
アンケート回答者等への謝金にかかる源泉徴収について（改訂事項）
謝金の支払いにあたり以下①～④の要件を全て充たす場合には、所得税の源泉徴収は不要とします。

1 対象が、アンケート回答者（＊１）、実験被験者、または対価の支払いが明示されていないいわゆるボランティア参加者であること
2 その支払いが雇用関係に基づく給与にあたらないこと（＊２）
3 対象者が一般人であって、専門知識・技能等の提供を受けるものでないこと（＊３）
4 １回の支払いにつき、９３００円未満であること
＊１　ここでいうアンケートはごく一般的な調査・統計目的のものを指します。アンケート回答を回答者個人名とともに出版物に掲載する前提で、本人から掲載することについて了解を得たうえで行うアンケートなど、謝金の支払いが所得税法２０４条１項１号の原稿料にあたる場合は源泉徴収を行う必要があります。
＊２　義塾との雇用関係またはこれに準ずる関係に基づく支払いについては、給与所得の源泉徴収を行う必要があります。①の対象であっても、取引条件（対価）が明示されており、かつ義塾の指示命令に基づき労働を行うものである場合は、給与として取扱います。
＊３　所得税法２０４条所定の役務の提供にあたる場合には源泉徴収を行う必要があります。
＜源泉徴収を行う必要がない例＞
1） 路上で一般人を対象にアンケート協力を呼びかけ、回答者に額面５００円の図書カードを交付した
2） 幼児の行動特性を研究するため、幼児に実験被験者となってもらい２時間程度拘束し、保護者に１８００円（時間あたり９００円相当で計算）の謝金を支払った
3） 謝金の支払いは予定していなかったが、ボランティアの呼びかけに集まって活動に参加した学生に４００円相当の食券を交付した
＜注意事項＞
・源泉徴収が不要であっても、本人の課税所得にならないという訳ではありません（一定の場合には本人は雑所得として確定申告をする必要があります）
・図書カード、ＱＵＯカード等の換金性のある金券類を謝礼として交付する場合でも、源泉徴収においては原則として現金と同様の取扱いが必要です
・上掲の①～④の要件を全て充たすか不明な場合は、従来どおり源泉徴収を行って下さい
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